
付紙様式第２ 
事   業   評   価   書 

補 助 事 業 名   小牧基地関連公共用施設第二希望の家送迎車整備事業 

補 助 事 業 者 名 春日井市長 

実  施  場  所  春日井市 岩成台 地内 

補助事業の成果の目標 

現在春日井市が所有している第二希望の家送迎車は２台であるが、今

回更新する車輌は平成 13年度に取得したものであり、経年劣化が著し

く、近年は故障の影響で適切な運営ができない。 

 今後、利用対象者の高齢化に伴い、送迎のニーズはさらに高まると見

込まれるため、送迎車を更新整備することにより、安全かつ適切な利用

者の送迎を行えるようにする。 

補 助 事 業 の 内 容  障がい者送迎車の購入 1 台 

補助事業の始期及び終期 平成 30 年度 

 

事業費及び交付金額 

 27 年度 28 年度 29 年度 

 

30 年度 

 

計 

事 業 費 

円 円 

 

円 

 

円 

(2,421,471) 

2,251,641 

円 

(2,421,471) 

2,251,641 

交付金額 
円 円 円 円 

2,200,000 

円 

2,200,000 

補助事業の成果及び評価 

並びに地域住民への周知

の実施状況 

老朽化していた送迎車両を更新したことにより、利用者の送迎時の安

全性が向上するとともに、今後見込まれる送迎ニーズの増加に対応する

態勢を整えることができた。 

施設利用者にアンケート調査を実施し、新しい送迎車両についての意

見を確認したところ、回答者から概ね良好との回答を頂いた。 

(※当該車両利用者 7名全員から回答を受領。) 

 車両に防衛省特定防衛施設周辺整備調整交付金による補助事業である

旨を明記し、地域住民に周知を図った。 

事業の改善措置及び今後

の対応 

他の送迎車両についても、車両の状況を見極めつつ更新することで、

利用者の送迎時の安全を確保し、増加する送迎ニーズに備える。 

事業評価に際しての第三 

者機関の活用の有無 
 無 

注：１ 基金事業の場合には、事業費及び交付金額の欄に、年度ごとの基金造成額（交付金・市町

村費等・その他・運用益・計）、基金処分額及び基金残額についても記載すること。 

  ２ 事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等を

記載すること。 


